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の前段階としてエサ (レー ズン)へのリー チング
という片手のみの簡叫な動作における選択性を,
できるだけ多くの披敬体を使って桟断的に調べる
ことを試みた｡その際,選択性に加えて操作性と
いう観点からの分析もおこなった｡具体的には,
床にばらまかれたレー ズンを個棒が手を伸ばして
拾う際に,どちらの手で (選択性)どのようにつ
まんだか (操作性)を記録した｡
まず霊長研の10頭を対象に予備実験をおこなっ
た｡強く選択性に偏りがみられる個体は10頭中1
頭のみであった｡しかし選択性の弱い個体であっ
てもその偏りは持続的で安定したものだった｡ま
たっまみ方のパターンは基本的に5種矧 こ分類さ
れた｡
次に三和化学熊本研究所霊長類センター飼育の
49頭 (2才～21才)を被験体として実験をおこなっ
たところ,次のような結果から左手への偏向が明
らかにされた｡a.左右の手の使用頻度に統計的
有意差 (二項検定,p<0.01)があった個体は,
左手が14頭,右手が7頭であった｡b.強い選択
性がみられた個体は,右利きよりも左利きに多かっ
た (LQの絶対値>40%,左手-9頭,右手-3
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